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１．環境関連法規制や当社が約束したことを遵守します。

２．二酸化炭素排出量の削減を推進します。

①自動車のガソリン消費量

②建設現場における重機・車両等の軽油消費量

③電気の使用量

③暖房用灯油の消費量

３．廃棄物の適正管理を推進します。

４．建設現場等での建設リサイクル、再生資源の利用を推進します。

５．水道使用量の削減を継続します。

６．化学物質使用量の削減（或いは適正管理）を推進します。

７．環境に配慮した施工技術の開発と客先への提案を推進します。

８．本方針を全従業員に周知徹底します。

制定日：

改定日：
　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表取締役社長

環 境 経 営 方 針

2015年5月30日

2019年1月10日

　株式会社海老名組は、昭和50年の設立以来、土木工事業はじめ総合建設業を通して地域社会
の発展に尽力してまいりました。全従業員が地球環境の保全の重要性を認識し、環境負荷の低減
に努めることにより、美しい国土の維持、人と環境が共存する社会を目指して取り組んでまいりま
す。

海老名 巖

Ⅰ．ごあいさつⅠ．ごあいさつ

Ⅱ．環境経営方針

1 ．

２ ．
①自動車のガソリン消費量
②建設現場における重機・車両等の軽油消費量
③電気の使用量
④暖房用灯油の消費量

３ ．

４ ．

５ ．

６ ．

７ ．
推進します。

８ ．

制定日： 2015年5月30日

改定日： 2020年7月10日(改訂⑥)

　 　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表取締役 海老名 巖

【基本理念】

　当社は、総合建設業における各事業分野において、環境に影響を与える事項を認識
し、地球環境保全のために、環境負荷の一層の低減を図るべく、全社一丸となり、自主
的・積極的に環境への取組を継続的に改善していきます。

【環境行動指針】

環境に配慮した工法の選択、施工技術の開発と顧客への提案を

本方針を全従業員に周知徹底します。

環境関連法規制や当社が約束したことを遵守します。

二酸化炭素排出量の削減を推進します。

廃棄物の適正管理及び削減を推進します。

建設現場等での建設リサイクル率の向上に努めます。

水使用量の削減を推進します。

化学物質使用量の削減（及び適正管理）を推進します。

3



Ⅲ．組織の概要

Ⅳ．認証・登録の対象範囲

（１） 名称及び代表者名
株式会社　海老名組

（２） 所在地
<本社>兵庫県姫路市飾磨区妻鹿264番地の2
<資材置場>同上

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
環境管理責任者 松嶋  大介 TEL：079-246-0357

環境管理担当者 宮崎  裕子 FAX：079-245-6176

Email：k-ebina1@titan.ocn.ne.jp

（４） 事業内容

土木・建築総合建設業

（５） 設立

.

（６） 資本金 25百万円

（７） 事業の規模

　　　　　　年間工事完成高　 1049.3 百万円（令和4年度実績）
                                 元請工事 9 件

下請工事 8 件

本社 資材置場 合計

14名 無人 14名

233.69㎡ 37㎡ 270.69㎡

277.68㎡ 505.78㎡ 783.46㎡

（８） 事業年度 1月～12月

昭和50年2月4日

従業員　　　　　

延べ床面積　　　

敷地面積

許可を受けた建設業 許可番号 許可年月日

土木工事業

建築工事業

大工工事業

左官工事業

とび・土工工事業

石工事業

屋根工事業

ﾀｲﾙ・れんが・ﾌ゙ﾛｯｸ工事業

鋼構造物工事業

鉄筋工事業

舗装工事業

しゅんせつ工事業

板金工事業

ｶ゙ﾗｽ工事業

塗装工事業

防水工事業

内装仕上工事業

熱絶縁工事業

造園工事業

建具工事業

水道施設工事業

解体工事業

兵庫県知事許可(特-1)
第454114

令和元年6月21日

代表取締役  海老名 巖
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登録組織名： 株式会社　海老名組
対象事業所： 本社・資材置場

活　動： 土木工事業、建築工事業、大工工事業、左官工事業、とび・土工工事業、石工事業、屋根

工事業、ﾀｲﾙ・れんが・ﾌﾞﾛｯｸ工事業、鋼構造物工事業、鉄筋工事業、舗装工事業、しゅん

せつ工事業、板金工事業、ｶﾞﾗｽ工事業、塗装工事業、防水工事業、内装仕上工事業、熱

絶縁工事業、造園工事業、建具工事業、水道施設工事業、解体工事業に係る活動

建設現場

・環境教育訓練計画の作成と実施の管理

 

【環境事務局】

代表取締役 海老名 巖

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

環境管理責任者

【環境管理責任者】

【代表者】

工事部（課）長

・環境経営目標・環境経営計画書を確認

・経営における課題とチャンスの明確化

総務部
 

・緊急事態対応手順のテスト、訓練の指導及び総括

・環境関連法規制等の取りまとめ表を承認

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境経営活動へ参加

・自部門に関連する環境経営計画の実施及び達成状況の報告

・緊急事態対応手順のテスト、訓練を実施、記録の作成

・環境管理責任者の補佐
・環境負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックの実施

・特定された項目の手順書作成  （緊急事態への対応を含む）
・環境経営レポートの作成、公開（事務所への備付けと地域事務局への送付）

・建設現場の環境経営計画の実施及び達成状況の報告
・緊急事態対応訓練の実施、記録の作成

全従業員 ・環境経営方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

・自部門の従業員に対する教育訓練の実施

・建設現場での問題点の発見、是正、予防処置の実施

・自部門における環境経営システムの実施

・特定された項目の運用管理

・自部門における環境経営方針の周知

工事責任者
工事担当

・環境経営レポートの確認

役割・責任・権限

・環境経営に関する統括責任

・代表者による全体の評価と見直・指示

工事部（課）長

・環境経営目標・環境経営計画書を承認

・環境経営活動の取組結果を代表者へ報告

・環境経営レポートの承認

・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成
・環境経営活動の実績集計
・環境関連法規制等取りまとめ表の作成、遵守評価の実施

（工事代理人） ・工事担当者及び協力会社員に対する教育訓練の実施

代表者（社長）

・環境経営方針の策定・見直し及び全従業員へ周知
・環境管理責任者を任命
・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間、技能、技術者を準備

・環境経営システムの構築、実施、管理、

工事責任者 ・建設現場における環境経営システムの実施

環境事務局

Ⅴ．環境実施体制図及び役割・責任・権限表
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単位
平均

（基準年度）
2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

百万 1147 1045 828.74 1137 1049

kg-CO2 66,405 45,850 58,271 78,181 57,613

ｋWh 28,610 14,859 34,850 31,291 20,594

L 14,625 11,289 12,711 17,099 14,160

L 5,138 2,000 2,724 6,526 6,161

L 1,870 2,784 1,420 2,131 1,578
t 64,364 35,745 19,754 111,780 200.54
t 0.348 0.278 0.286 0.279 0.268
t 643.29 357.17 197.25 1,117.52 200.27

㎥ 222 41 293 218 89
kg 293.00 559.81 36.27 790.05 0.20311

係数は下記を使用

　軽油
　灯油
廃棄物排出量

　電力
　ガソリン

項　目

売上

二酸化炭素排出量

化学物質

　一般廃棄物
　産業廃棄物
水使用量

Ⅵ．主な環境負荷の実績

平均

（基準年

度）

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

売上 1147 1045 828.74 1137 1049

二酸化炭素排出量 74,815 45,850 58,271 78,181 57,613

廃棄物排出量 64,364 35,745 19,754 111,780 20,054

水使用量 22,200 4,100 29,300 21,800 8,900

化学物質 29,300 55,981 3,627 79,005 20.311
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各単位売上（百万円）

売上と各環境負荷の数値

ｸﾞﾗﾌで表示

する為、桁を

合わせてい

ます。

※LPGは使用量が少ない為に二酸化炭素排出量には含まれていますが個別のグラフにはしておりません。

二酸化炭素            kg-CO2

廃棄物排出量       0.01t

水使用量                0.01㎥

化学物質                0.01kg

電力 ｶﾞｿﾘﾝ 軽油 石油 LPG
(kg-CO2/kWh) (kg-CO2/L) (kg-CO2/L) (kg-CO2/L) (kg-CO2/kg)

係数 0.509 2.32 2.58 2.49 3.00
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（１）中期目標
2022年度 2023年度

kg-CO2 66,405 65,077 64,413 63,749 63,085 62,421

対基準 △2% △3% △4% △5% △6%

kWh 28,610 28,038 27,752 27,466 27,180 26,893

kg-CO2 14,562 14,271 14,126 13,980 13,835 13,689

対基準 △2% △3% △4% △5% △6%

L 14,625 14,333 14,186 14,040 13,894 13,748

kg-CO2 33,930 33,253 32,912 32,573 32,234 31,895

対基準 △2% △3% △4% △5% △6%

L 5,138 5,035 4,984 4,932 4,881 4,830

kg-CO2 13,256 12,990 12,859 12,725 12,593 12,461

対基準 △2% △3% △4% △5% △6%

L 1,870 1,833 1,814 1,795 1,777 1,758

kg-CO2 4,656 4,564 4,517 4,470 4,425 4,377

対基準 △2% △3% △4% △5% △6%

kg 348.64 341.67 338.00 335.00 331.00 328.00

対基準 △2% △3% △4% △5% △6%

t 643.29 630.42 623.99 617.56 611.13 604.69

対基準 △2% △3% △4% △5% △6%

％ 72% 74.2% 75.2% 76.2% 77.2% 78.2%

　の向上 対基準 +2% +3% +4% +5% +6%

㎥ 222 218 215 213 211 209

対基準 △2% △3% △4% △5% △6%

kg 293 287 284 281 279 276

対基準 △2% △3% △4% △5% △6％

件 2 3 4 5 6 7

対基準 +1 +2 +3 +4 +5

年　度
　　項　目

2014年度～2020年
度平均

基準年度
2024年度 2025年度 2026年度

Ⅱ．廃棄物の削減

　一般廃棄物
　　　削減

　産業廃棄物
       削減

 建設リサイクル率

Ⅲ．水使用量

　　削減

Ⅰ．二酸化炭素
　排出量削減

　電力使用量削減
(関西電力排出係数
：0.509kg-CO₂/kWh)

　ガソリン
　　使用量削減

　軽油
　　使用量削減

　灯油
　　使用量削減

※電力の排出係数については、関西電力㈱2016年度実績の実排出係数：0.509kg-CO₂/kWhを用いている。
※LPGは使用量が些少のため、削減活動は行うが、環境目標は設定しない。 

Ⅳ．化学物質使用量

　　削減

Ⅴ．環境配慮工法
　の開発と提案

Ⅶ．環境経営目標及びその実績
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（２）実績

基準値 目標 実績 達成度 評価

kg-CO2 66,405 65,077 57,613 113%

対基準 △2% △13%

kWh 28,610 28,038 20,594 136%

kg-CO2 14,562 14,271 4,934

対基準 △2% △28%

L 14,625 14,333 14,160 101%

kg-CO2 33,930 33,253 32,852

対基準 △2% △3%

L 5,138 5,035 6,161 82%

kg-CO2 13,256 12,990 15,895

対基準 △2% 20%

L 1,870 1,833 1,578 116%

kg-CO2 4,656 4,564 3,930

対基準 △2% △16%

kg 348.64 341.67 268.50 127.3%

対基準 △2% △23%

ｔ 643.29 630.42 200.27 314.8%

対基準 △2% △68.9%

％ 72% 74.2% 83.6% 116%

　の向上 対基準 +2% +16%

㎥ 222 218 89 245%

対基準 △2% △60%
kg 293 287 0.20 141,379%

対基準 △2% △99.9%�
件 2 3 22 733%

対基準 +1 +19

評価欄にて、○：達成(１００％以上)、△：やや未達成(100％未満～90%)、×：未達成(90%未満)

年　度
　　項　目

2014年度～2020年
度平均

基準年度

実績

（2022年1月～12月）

　軽油
　　使用量削減 ×

　灯油
　　使用量削減 ○

Ⅱ．廃棄物削減

Ⅰ．二酸化炭素
　　排出量削減 ○

　電力使用量削減

○

　ガソリン
　　使用量削減 ○

Ⅲ．水使用量
○

　　削減

Ⅳ．化学物質使用量
○

　　削減

　一般廃棄物
　　　削減 ○

　産業廃棄物
　　　削減 〇

建設リサイクル率
○

Ⅴ．環境配慮工法
　の開発と提案 ○

注1)
注2) 電力使用量の約53%は、二酸化炭素排出係数ｾﾞﾛの電力会社㈱ｱｲ・ｸﾞﾘｯﾄﾞ・ｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞの

購入電力を使用している。

注3) 2022年度実績の建設ﾘｻｲｸﾙ率＝83.6％（167.49ｔ/総排出量200.27ｔ）
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◎よくできた　○まずまずできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

達成状況

(目標達成)

◎

(目標達成)

◎

(目標達成)

◎

(目標未達成)

○ もっと意識をしエコドライブを実行する。

○ 大まかには出来ている。今後も選択して使用する。

(目標達成)

◎

◎ 周知できている。継続する。

◎ 周知徹底出来ているが継続目標とする。

(目標達成)

◎

(目標達成)

◎

○

(目標達成)

◎

(目標達成)

◎

○

Ⅰ.二酸化炭素排出量の削減

（下記の通り） （下記の通り）

電力使用量の削減

①手順書による適切な管理 事務所に於いては徹底できているが、現場数が増えた為に目標未達成と
なった。継続して手順書遵守する。
事務所の電力は、二酸化炭素排出係数ゼロの電力会社(株)アイ・グリッ
ド・ソリューションズの購入電力を2022年度から使用開始している

取り組み計画 評価結果と次年度の取組内容

灯油使用量の削減

①節減暖房の継続 温度管理ができており適正に使用されているのでこれからも継続する。

Ⅱ.廃棄物の削減 (目標達成)

一般廃棄物の削減 (目標達成)

ガソリン使用量の削減

①手順書による適切な管理 エコドライブが習慣となった。継続していく。

軽油使用量の削減

①エコドライブの継続

②低炭素型建設機械の使用

①分別によるリサイクルの推進 目標は下回ったが分別はできている。推進の継続。

②仮設資材の再利用の推進 しっかりとできている。継続していく。

Ⅲ.水使用量の削減

①手順書による適切な利用 しっかりとできている。今後も手順書を守る。

①ミスコピー防止の継続

②裏紙を再利用

産業廃棄物の削減

①手順書による適切な管理 しっかりと取組できている。今後も手順書に沿って管理する。

建設リサイクル率の向上

①工法の知識を常時更新 各種工事分野の環境配慮工法について調査を開始。
引き続き継続する。今後積極的なｾﾐﾅｰ参加等で知識を高め
る。

②社内報奨充実化 BOX設置後まだ活用されるまでには至っていないので充実を
はかっていく。
工法等ではないが元請主催の標語の応募を社員全員で行っ
た件数を計上した為大幅に達成できた。

Ⅳ.化学物質使用量の削減

①PRTR対象塗料等から代替商品使用
で抑制 ◎

可能な限りできている。今後も環境に優しい商品を出来るだけ使用する。
同等程度の材料で化学物質の含まれていない材料があれば変更して使
用する。
今期は竣工現場がなく集計してない為達成できた。

Ⅴ.環境配慮工法の開発と提案 (目標達成)

Ⅷ．環境経営計画及び取組結果とその評価、次年度の環境経営計画

9



Ⅶ．環境関連法規等の遵守状況の評価の結果

法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りである。

遵守評価

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

環境法規制等への違反、訴訟、環境上の苦情等も過去３年間ありませんでした。
なお、関係当局より違反等の指摘はありませんでした。

Ⅷ．

適用される法規制 遵守する事項

建設業の再生資源利用省
令

再生資源、建設工事副産物の再利用
再生資源利用計画書、実施記録の作成

大気汚染防止法 特定粉じん排出等作業の実施の届出、作業基準の遵守

自動車ＮＯｘ・ＰＭ法
（兵庫県条例）

規制対象車両の登録禁止
規制対象車両の指定地域通行禁止

廃棄物処理法
保管基準の遵守、収集運搬・処分業者との適正な契約、マニフェストの
交付・保存・確認・交付状況等報告書の提出

水銀環境汚染防止法
保管-蛍光灯専用保管スペース（仕切り）をし、掲示板に追記。
ﾏﾆﾌｪｽﾄ提出時に数量明記。

建設リサイクル法
建築物等の分別解体義務、事前届出
特定建設資材廃棄物の再資源化義務

消防法 消火器の自主点検

フロン排出抑制法
ﾌﾛﾝ類使用機器の定期点検と記録、漏洩防止、廃棄時の適切な処理
該当機器設置有無の確認、発注者への書面による説明

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていることを確認しました。

オフロード法 基準に適合した特定特殊自動車の使用

騒音規制法 特定建設作業の届出、規制基準の遵守

振動規制法 特定建設作業の届出、規制基準の遵守

令和5年3月10日
 代表取締役　海老名　巖

Ⅸ．環境関連法規等の遵守状況の評価の結果

Ⅹ．代表者による全体の評価と見直し・指示

見直しの必要性 変更する 変更しない

環境経営方針 ✓
環境経営目標及び環境経営計画 ✓
実施体制 ✓

 今期は昨年同等の売上となり、従来であればそれに伴い負荷も増大します
が一部を除き目標値以下に抑えることが出来ました。
建設業に於いては現場の場所によりガソリン使用量が左右されますが、数字
のみに固執する事無く柔軟な視野で今後も対応し継続していきたいと考えて
おります。
また、引き続き今後もよりステップアップしていけるよう最新の情報を取り入
れ、社内に循環させていけるようにと考えています。
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事務所の電力会社はﾊﾞｲｵﾏｽ発電の㈱ｱｲ･ｸﾞﾘｯﾄﾞ･ｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ

<掲示板> <NAS設置>

<節水> <節電> <改善提案BOX>

「スマ電 CO2ゼロ」は、 石炭火力発電などの化石電源やFIT電源に再生可能エネルギー
指定の非化石証書を組み合わせることにより実質的に再生可能エネルギー比率100%か
つCO2排出量ゼロとなる電気です。
「スマ電 CO2ゼロ」を運営する株式会社アイ・グリッド・ソリューションズは電気の取引市場
や、発電事業者との直接取引により電気を仕入れています。仕入れた電気には石炭火力
発電など、CO2を排出する発電方法による電気も含まれています。そのため、再生可能エ
ネルギーで発電された電気の環境配慮の価値を証書化した「非化石証書」を購入すること
で、「スマ電 CO2ゼロ」として供給する電気を実質的に再生可能エネルギー比率100%かつ
CO2排出量ゼロとしています。

Ⅺ．環境活動の紹介
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